
東大和市学校給食に関する経緯 

年および年度 経 過 概 要 

昭和４２年 第一学校給食センター開設（現在まで４２年経過） 

昭和４８年 第二学校給食センター開設（現在まで３６年経過） 

昭和６３年 ランチ皿から個々食器への改善要望 

平成３年１２月 桜が丘の用地の先行取得に関し、学校給食のあり方について陳

情要望が提出される 

平成５年１月 『東大和市学校給食検討委員会報告』A（市民を含めた検討組織） 

“小学校の給食は単独校方式、中学校はセンター方式” 

経費については記述なし 

平成５年１２月 『東大和市給食検討委員会報告』B（Aを受けた庁内組織） 

“小学校の単独校方式は総じて可能。中学校のセンター方式は、

当面第二給食センターを維持し、長期的には給食センターの将

来方針を検討する中で判断すべき”  

単独校方式の１０校分の建設及び施設費：概算１０億２８６７

万円（建設費４．６億円、設備費５．６億円）人件費は、正規

職員配置で概算３．７億千円  合計 約１４億円 

平成５年１２月 市議会全員協議会報告（Bについて） 

平成６年４月 学務課に給食施設計画担当を組織化 

平成６年度 モデル校選択のための調査委託実施 

平成６年度 「第一学校給食センター建物診断委託」 

平成７年度  建設設計委託の予算計上を財政面から見送り 

平成７年１１月 『学校給食施策（案）について』C（教育委員会） 

Bの方針に沿って、学校給食施設整備計画をまとめた 

単独調理施設整備費１０校約１６億円 

給食センター建替（３，０００食）約１０億５千万円 

合計 約２６億５千万円 

平成７年１１月 「学校給食に関する意見書の申し出」D（教育委員会から市長へ）

Cに沿った申し出 

平成８年５月 『学校給食単独校方式に伴う施設整備計画に係る報告書』E（企

画財政部・総務部・学校教育部）Dを受け、市長部局の考え方を

示すため作成 

単独調理施設整備費１０校約２２億円 

給食センター建替（３，０００食）約２３億５千万円（用地取

得費６億３４００万円含む）合計４５億５６００万円 



平成９年３月 施政方針「学校給食の単独校方式については、現下の財政状況

から当分の間凍結し、行政改革を通して再検討したいと考えて

いる。」 

平成１２年８月 学校教育部、総務部、企画財政部による給食センター検討会（検

討結果） 

Eを凍結。現施設をそのままとし、第二学校給食センターを中心

に民間委託を考える 

平成２０年４月 「学校給食における今後のあり方の再検討について」F 市長部局

（企画課）から教育委員会へ依頼。それに伴い学校教育部給食

課に給食計画担当（係長）を配置 

 


